
＜教育利用＞ ⑪ 情報Ⅰ「アンケート調査を行い仮説検定をしよう」

神奈川県立希望ケ丘高等学校【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-11

１学年・情報科・情報Ⅰ
情報通信ネットワークとデータの活用
Bing、ChatGPTなどを生徒が活用

〇生成AIの活用方法
手順１.あらかじめ教員が、生成AIに質問するためのフォーマット
を準備する。フォーマットには、生徒が企画書で記入する「仮
説」「使用する検定手法」「アンケート調査の質問項目」「質問
の回答形式」が適切か、「家庭の収入や学歴、信条に関わる内
容」でないかを判定するよう指示を記入しておく。

手順２.生徒は、事前に作成した企画書の内容をフォーマットに記
入し、生成AIに質問する。

手順３. 生成AIが指摘した事項に従って企画書の修正を行う。

〇生成AI活用のメリット・デメリット、
指導上の留意点等

メリット・デメリット：

・これまで教員が１つ１つに目を通して指摘してきた内容を瞬時
に生成AIから回答してもらえる。そのため教員は確認の作業を簡
略化できる。生徒も教員の指摘を待つことなく自分たちのペース
で作業を進められる。

・生徒や担当教員では気付かなかった、より適切、具体的な質問
項目などの提案が受けられる。

・予め指定したルール以外の判定はできないため、フォーマット
を厳密に準備する必要がある。

指導上の留意点：

・生成AIの回答は毎度変化するため、複数の生成AIを利用したり
何度か質問を繰り返したりすることで、判定が変わる場合もある。


